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特集

何を撮り、どう届けるか

動画は市民の道具だ
【特集チーム】
村岡 正司、百瀬 真友美

【協力】
山上 庄子

（Palabra 株式会社　代表）

※本特集の説明や数値などは、
すべて２０２１年５月現在の状況
です。

コロナ禍で外出控えが続く中、ネット動画の視聴者が増えてい
る。大容量のデータ送受信ができる５Gの普及も追い風だ。
動画は、文章を読み解く力に依存せず、より多くの人を対象に
できる。バリアフリー化を図れば、なおさらだ。作るための機
材やソフトのハードルは格段に下がり、以前よりも簡単に作れ
るようになっている。
市民活動の情報発信ツールとしては、こんな使い方ができそう
だ。

どんな事業・活動をしているのか、知ってもらう。
取り組んでいるテーマ（社会課題など）を知ってもらう。
事業・活動の担い手の思いや声を伝える。
取り組みやテーマの記録を残す。
学習、健康、余暇などの支援ツールとして。
ボランティア向けの活動説明。

動画を作るとはどういうことか。見てもらうためにどうしてい
るのか。いろいろな実践が、動画活用を模索している人の参考
になれば幸いである。
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今
だ
か
ら
ス
マ
ホ
講
座
と

動
画
配
信
を

　

大
阪
府
茨
木
市
で
、
高
齢
者
向
け
の

集
い
や
講
演
会
、
街
や
自
然
を
楽
し
む

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
月
５
、６
回
開

催
し
て
き
た
「
茨
木
高
齢
者
の
会
」。

２
０
２
０
年
度
を
前
に
、
サ
ロ
ン
活
動
を

本
格
化
し
て
高
齢
者
が
集
う
場
を
増
や
そ

う
と
し
て
い
た
矢
先
の
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ

た
。

　
「
コ
ロ
ナ
で
市
の
市
民
活
動
補
助
事
業

の
公
募
が
中
止
に
な
り
、
補
助
金
を
財
源

に
と
計
画
し
た
サ
ロ
ン
は
『
密
』
の
点
か

ら
も
財
源
面
か
ら
も
め
ど
が
立
た
な
い
。

そ
れ
ま
で
し
て
い
た
行
事
も
、
ほ
と
ん
ど

中
止
。
理
事
な
ど
の
運
営
メ
ン
バ
ー
は
、

途
方
に
く
れ
ま
し
た
」
と
、
事
務
局
長
の

矢や

頭ず

正
明
さ
ん
。
そ
ん
な
中
で
開
い
た
20

年
４
月
の
定
例
運
営
会
議
で
「
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
」
と
出
て
き
た
案
が
、
ス
マ

ホ
講
座
と
動
画
配
信
だ
っ
た
。「
大
事
な

情
報
が
あ
っ
て
も
、『
詳
し
い
内
容
や
申

し
込
み
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
』
だ
っ
た
り
す

る
。
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
る
高
齢
者
は
増
え

て
い
る
け
ど
、
難
し
い
。
動
画
は
、
中
止

に
な
っ
た
行
事
に
代
わ
り
、
家
で
楽
し
め

る
も
の
を
」
と
い
う
わ
け
だ
。

　
し
か
し
、
動
画
配
信
な
ん
て
自
分
た
ち

に
で
き
る
の
か
？
―
―
60
代
～
70
代
の
会

議
参
加
者
12
人
は
、
顔
を
見
合
わ
せ
た
。

そ
の
中
で
、
寺て
ら

嶌し
ま

典
子
さ
ん
が
「
や
り
ま

し
ょ
う
か
？
」
と
手
を
挙
げ
た
。
動
画
配

信
の
経
験
は
な
か
っ
た
が
、
メ
ー
ル
や
Ｌラ

Ｉイ

ン
Ｎ
Ｅ
の
ほ
か
、
カ
レ
ン
ダ
ー
や
地
図
、

路
線
案
内
、
写
真
・
動
画
撮
影
に
ス
マ
ホ

を
使
っ
て
い
た
。「
他
に
い
な
け
れ
ば
、

自
分
か
な
」
と
思
っ
た
そ
う
だ
。

街
あ
る
き
と
寄
席
な
ど
を
ア
ッ
プ

　
ま
ず
は
み
ん
な
で
学
ぼ
う
と
、以
前「
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
脳
ト
レ
」
講
座
を
し
て
も

ら
っ
た
生
き
が
い
大
阪
認
定
講
師
の
山
本

直
弘
さ
ん
に
頼
ん
で
、
運
営
メ
ン
バ
ー
向

け
の
講
習
会
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　

動
画
編
集
ア
プ
リ
は
ス
マ
ホ
で
で

き
る
「
イ
ン
シ
ョ
ッ
ト
（InShot

：

InstaShot Inc.

）」
に
決
め
て
、
矢
頭

さ
ん
が
会
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ア
カ
ウ
ン
ト

を
取
り
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
作
成
し
た
。
寺

嶌
さ
ん
は
、
講
習
会
だ
け
で
な
く
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
見
つ
け
た
イ
ン
シ
ョ
ッ
ト
の

解
説
動
画
を
数
本
見
て
学
ん
だ
。

　
主
力
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
「
お
家う
ち

で
楽
し

む
街
あ
る
き
」と「
お
家
で
笑
う
茨
木
ネ
ッ

ト
寄
席
」
だ
。

　
街
あ
る
き
は
、
少
人
数
で
行
事
開
催
し

た
と
き
に
寺
嶌
さ
ん
が
ス
マ
ホ
で
撮
影
。

ひ
と
り
で
出
か
け
て
撮
る
こ
と
も
あ
る
。

寄
席
は
、
福
祉
施
設
な
ど
に
笑
い
を
届
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
笑
い
福
祉
士
全
国

の
会
」の
人
た
ち
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
。

落
語
の
練
習
の
場
に
、
矢
頭
さ
ん
が
出
む

い
て
撮
影
し
て
い
る
。

　
動
画
編
集
は
寺
嶌
さ
ん
。
１
時
間
ほ
ど

か
け
て
、
見
ど
こ
ろ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た

り
、
速
さ
を
変
え
た
り
、
効
果
を
入
れ
た

り
す
る
。
そ
れ
を
矢
頭
さ
ん
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
送
り
、
２
、３
回
の
や
り
と
り
と
修
正

を
く
り
か
え
し
て
、
完
成
。
公
開
動
画
の

表
紙
と
も
い
え
る
「
サ
ム
ネ
イ
ル
」
は
矢

頭
さ
ん
が
作
成
し
、
ア
ッ
プ
も
矢
頭
さ
ん

が
す
る
。

　

20
年
８
月
に
１
本
目
を
公
開
し
て
か

ら
、
21
年
３
月
ま
で
の
７
カ
月
で
31
本

動画で自粛生活を支える

矢頭さんのお道具箱
	✓ iPhone11 のカメラ・マイク―撮影・録音
	✓ iphone 用三脚―落語の撮影はカメラの固定が必須
	✓パソコン＋「パーソナル編集長」（ソースネクスト）
―サムネイル作成
	✓ iphone11 ＋ InShot―動画編集
	✓ iphone11 ＋ LINE―動画 PR

寺嶌さんのお道具箱
	✓ iphone11Pro のカメラ・マイク―撮影・録音
	✓ iphone11Pro ＋ InShot―動画編集、BGMも

事
業
中
止
で
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
見
る
人
育
て
」と
両
輪
で
　
　
　  

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

茨
木
高
齢
者
の
会

ス
マ
ホ
講
座
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路
上
生
活
者
に
弁
当
を
配
る

活
動
を
生
配
信

　
月
曜
20
時
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン

ネ
ル
「
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
赤
鬼
」
の
ラ
イ

ブ
配
信
が
始
ま
る
。
開
始
前
の「
待
機
」

は
１
０
０
人
を
超
え
、
チ
ャ
ッ
ト
（
左

図
）
に
は
既
に
多
く
の
コ
メ
ン
ト
が
流

れ
て
い
る
。
モ
デ
レ
ー
タ
ー
（
左
下
コ

ラ
ム
参
照
）
か
ら
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
基

本
説
明
が
投
稿
さ
れ
る
。

　
開
始
時
間
に
な
り
、
コ
ッ
ク
服
の
な

き
ま
さ
ん
が
登
場
。「
こ
ん
ば
ん
は
～

今
日
も
困
っ
て
い
る
方
に
お
弁
当
を
届

け
る
た
め
に
、
料
理
し
て
い
き
ま
～

す
！
」。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
野
菜
と
肉

を
炒
め
始
め
た
の
は
、
仲
間
の
「
こ
ー

た
ん
」さ
ん
だ
。
炒
め
終
わ
る
と
、パ
ッ

ク
に
詰
め
て
い
く
。
支
援
者
の
「
有
里

マ
マ
」
が

差
し
入
れ

た
、
い
ん

げ
ん
の
ご

ま
あ
え
も

添
え
る
。

10
食
の
弁
当
が
で
き
あ
が
る
と
、
事
前

に
作
っ
た
50
食
が
積
ん
で
あ
る
車
に
乗

り
込
み
、
横
浜
市
の
関
内
駅
地
下
道
に

向
か
う
。　

　
車
中
の
中
継
時
間
は
、
チ
ャ
ッ
ト
に

反
応
で
き
る
貴
重
な
時
間
だ
。「
誕
生

日
で
す
」
の
コ
メ
ン
ト
に
「
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
ー
」
を
歌
う
と
、
チ
ャ
ッ

ト
で
も
「
お
め
で
と
う
」
が
飛
び
か

う
。
モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
は
た
ら
き
か
け

も
あ
っ
て
、
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
赤
鬼
の
ラ

イ
ブ
配
信
は
チ
ャ
ッ
ト
に
も
温
か
い
や

り
と
り
が
流
れ
る
。
時
々
表
示
さ
れ
る

「
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ッ
ト
」（
左
図
）
で
、

寄
付
が
重
な
っ
て
い
く
。

　
30
分
ほ
ど
で
関
内
駅
地
下
道
に
着
く

と
、な
き
ま
さ
ん
が
路
上
生
活
者
に「
体

調
は
大
丈
夫
で
す
か
？
」「
お
弁
当
食

べ
ま
す
か
？
」
と
声
を
か
け
、
お
弁
当

と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
を
渡
し
始
め

た
。
終
わ
る
と
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
に
移

動
し
、
同
じ
よ
う
に
配
っ
て
回
る
。
配

る
間
は
、
10
代
を
中
心
に
人
気
の
動
画

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ

ク
」
で
も
ラ
イ
ブ
配
信
し
て
い
る
。

　
「
酒
を
飲
ん
で
ケ
ガ
を
し
た
」
と
話

し
出
す
男
性
の
前
で
は
、
し
ゃ
が
み
こ

ん
で
話
を
聞
い
た
。
サ
ン
ダ
ル
を
失
く

し
た
ら
し
く
、「
探
し
て
、
あ
っ
た
ら

来
週
持
っ
て
き
ま
す
」と
な
き
ま
さ
ん
。

弁
当
が
も
ら
え
る
と
聞
き
別
の
場
所
か

ら
来
る
人
も
い
る
の
で
、
用
意
し
て
い

る
60
食
で
は
足
り
な
い
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
と
き
は
コ
ン
ビ
ニ
や
牛
丼
屋
で
買

い
足
し
て
い
る
。

同
時
視
聴
１
０
０
０
人
、

１
日
で
３
万
回
視
聴

　
弁
当
を
配
り
終
え
る
頃
に
は
、
視
聴

者
は
１
０
０
０
人
を
超
え
た
。
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
配
信
は
、
車
で
の
帰
宅
途
中

ま
で
続
く
。
な
き
ま
さ
ん
は
そ
の
あ
と

イ
ン
ス
タ
ラ
イ
ブ
（
写
真
・
動
画
共
有

ア
プ
リ
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
で
で
き

る
生
放
送
機
能
）
を
始
め
て
、
深
夜
１

時
頃
に
終
わ
っ
た
。
イ
ン
ス
タ
ラ
イ
ブ

で
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
中
は
難
し

い
視
聴
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
重
視
し
て
い
る
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
ラ
イ
ブ
配
信
動
画

は
、
そ
の
ま
ま
公
開
さ
れ
る
。
筆
者
が

翌
日
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
前
夜
の
配
信

の
視
聴
回
数
は
３
万
回
を
超
え
て
い

た
。
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
赤
鬼
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
登
録
者
は
11
・
１
万
人
、
総
視
聴

回
数
は
１
６
８
４
万
回
だ
。
１
本
で

２
９
４
万
回
視
聴
さ
れ
た
動
画
も
あ

る
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
11
万
人

人
助
け
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
「
な
き
ま
」
さ
ん
の
リ
ア
ル

提
供
＝
な
き
ま
さ
ん
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忙
し
い
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

の
毎
日

　
な
き
ま
さ
ん
は
、
今
春
大
学
を
卒
業

し
た
22
歳
。
就
職
は
せ
ず
、
こ
の
活
動

に
専
念
し
て
い
る
。
こ
ー
た
ん
さ
ん
ら

協
力
者
を
合
わ
せ
て
「
大
体
２・
５
人

分
」
く
ら
い
の
人
員
で
回
し
て
い
る
。

　
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
赤
鬼
で
は
、
月
曜
の

ほ
か
、
週
に
も
う
１
日
程
度
、
路
上
生

活
者
支
援
の
活
動
を
し
て
、
そ
ち
ら
は

録
画
し
て
か
ら
編
集
し
た
動
画
を
金
曜

に
ア
ッ
プ
す
る
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
３
日
に
１
回
く
ら
い
写
真
や
動

画
を
ア
ッ
プ
し
て
、
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク

で
も
不
定
期
に
動
画
投
稿
し
て
い
る
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
、
活
動
よ
り
も
な
き

ま
さ
ん
個
人
の
思
い
や
日
常
を
中
心

に
、
１
日
数
回
か
ら
10
回
く
ら
い
投
稿

す
る
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
投
稿
を
始
め
た
の

は
、
２
０
１
９
年
の
夏
、
大
学
３
年
の

時
だ
。
最
初
は
お
も
し
ろ
そ
う
な
こ
と

を
い
ろ
い
ろ
試
し
て
い
た
が
、
あ
る
と

き
別
の
動
画
を
見
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
50
個
を
路
上
生
活

者
に
配
っ
て
動
画
に
し
て
み
た
。「
ホ
ー

ム
レ
ス
の
人
は
怖
い
」
と
い
う
自
分
の

思
い
込
み
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
伝
え

て
、
思
い
の
ほ
か
高
評
価
に
。
そ
の
後

「
人
助
け
」
を
軸
に
試
行
錯
誤
を
経
て
、

昨
年
の
春
頃
か
ら
今
の
ス
タ
イ
ル
に

な
っ
た
。

　
弁
当
を
配
る
日
は
忙
し
い
。
炊
飯
は

他
の
メ
ン
バ
ー
が
す
る
こ
と
が
多
い

が
、
お
か
ず
な
ど
は
な
き
ま
さ
ん
が
一

人
で
用
意
す
る
。
昼
過
ぎ
か
ら
食
材
の

買
い
出
し
と
下
ご
し
ら
え
を
始
め
て
、

月
曜
は
50
食
を
事
前
に
作
り
、
配
信
開

始
後
に
調
理
す
る
10
食
は
下
ご
し
ら
え

ま
で
し
て
取
っ
て
お
く
。
他
の
日
も
、

動
画
編
集
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
、
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
Ｅ
メ
ー
ル
の
対

応
な
ど
、
や
る
こ
と
が
い
く
ら
で
も
あ

る
。

チャット

ユーチューブの「収益化」
　ユーチューブで収益を得るというと、まず思い浮か
べるのは広告収益だろう。
　広告収益を得るためには「YouTube パートナープ
ログラム」に参加する必要があり、参加条件には「チャ
ンネル登録者が 1000 人以上」「直近の 12カ月で再
生時間が 4000 時間以上」などがある。この条件を
満たすのはそう簡単ではなく、「ユーチューブでもやっ
て財源の足しに」は現実的ではなさそうだ。
　デンジャラス赤鬼のライブ配信で目にするスーパー
チャット（略称スパチャ）は、ライブ配信中に、視聴
者が配信者にお金を送って応援できる「投げ銭」機能。
これも、YouTube パートナープログラムに参加して
いる配信者のみが利用できる。誰かがスーパーチャッ
トを送ったあと、その行為に対して「ナイススーパー
チャット」の意味で「ナイスパ」とコメントする文化
がある。

ス
ー
パ
ー

チ
ャ
ッ
ト

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

の
収
益
で
活
動

　
撮
影
機
材
は
、
音
声

収
録
を
含
め
て
ス
マ
ホ

の
み
。
今
は
ア
イ
フ
ォ

ン
11
Ｐ
ｒ
ｏ
だ
が
、
少

し
前
ま
で
ア
イ
フ
ォ
ン

７
だ
っ
た
。
生
配
信
中

の
通
信
回
線
は
、
場
所

に
よ
っ
て
は
固
定
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
を
使
用
す
る
が
、

携
帯
電
話
回
線
が
主

で
、
途
切
れ
る
こ
と
も

あ
る
。

　
編
集
ソ
フ
ト
は
ア
ド

ビ
「
プ
レ
ミ
ア
プ
ロ
」。

画
像
加
工
専
門
の
ソ
フ

ト
は
使
っ
て
い
な
い
。

「
商
品
紹
介
と
か
じ
ゃ

な
い
か
ら
、
現
場
感
を

リ
ア
ル
に
出
す
に
は
加

工
し
す
ぎ
な
い
ほ
う
が

む
し
ろ
い
い
と
思
い
ま

す
」
と
の
こ
と
だ
。

　
気
に
な
る
収
益
に
つ

い
て
は
、ど
う
か
。ス
ー

パ
ー
チ
ャ
ッ
ト
は
月
曜

の
ラ
イ
ブ
配
信
と
金
曜

の
動
画
公
開
時
に
可
能

チャットのかなめ、モデレーター
　ユーチューブのライブ配信中、視聴者はチャットに
コメントを投稿できる。モデレーターは、チャットに
投稿された不適切なコメントを削除するといった権限
があり、チャットで他の視聴者と対話したり、説明を
加えたりする役割も果たすことが多い。配信者がライ
ブ中にコメント管理を同時進行するのは極めて難しい
ので、チャットを安心できる場にするためにモデレー
ターの存在は重要。
　デンジャラス赤鬼のモデレーターは現在 5人。個
別のコメント対応のほか、チャンネルの基本説明やな
きまさんたちの活動説明、今日のメニュー、支援の呼
びかけなどが適宜投稿される。常連視聴者のコメント
が盛り上がり、初めて見に来た視聴者に分かりにくそ
うになると、すかさず解説が入る。
　モデレーターの設定はなきまさんがするが、指名と
いうよりは立候補に近い形で決まっている。

モ
デ
レ
ー
タ
ー
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ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダー

（１冊５００円＋送料35０円）です。
お問い合わせはウォロ編集部／office@osakavol.orgまで
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「
社
会
実
装
」
っ
て
？

　
「
社
会
実
装
」
は
、
科
学
技
術
振
興
機
構

の
「
社
会
技
術
」
と
い
う
概
念
か
ら
生
ま
れ

た
言
葉
で
あ
る
。
社
会
技
術
は
「
自
然
科
学

と
人
文
・
社
会
科
学
の
複
数
領
域
の
知
見
を

統
合
し
て
新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
く
た
め
の
技
術
」（
注
）
で
あ
り
、
社

会
の
諸
問
題
の
解
決
を
目
指
す
技
術
の
こ
と

で
あ
る
。
社
会
実
装
と
は
、
得
ら
れ
た
研
究

成
果
を
社
会
問
題
解
決
の
た
め
に
応
用
、
展

開
す
る
と
い
う
の
が
元
々
の
意
味
で
あ
る
。

　

近
年
、社
会
起
業
家
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
も
、

新
規
事
業
に
取
り
組
む
際
に
、
準
備
期
間
を

経
た
あ
と
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に

至
る
段
階
を
指
し
て
「
実
装
」
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。
複
雑
化
・
複
合
化
す
る
社
会
課
題

に
対
し
て
、
解
決
方
法
や
専
門
性
を
、
均
一

化
・
標
準
化
し
た
合
理
的
な
技
術
と
し
て
で

は
な
く
、
実
践
の
知
（
暗
黙
知
）
と
し
て
、

課
題
を
抱
え
る
当
事
者
や
状
況
な
ど
と
の
相

互
の
や
り
取
り
か
ら
生
み
出
す
も
の
と
し
て

捉
え
る
傾
向
に
よ
る
も
の
で
、
社
会
実
装
の

意
味
を
踏
襲
し
た
う
え
で
単
に
「
実
装
」
と

表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

社
会
的
課
題
の
解
決
方
法
を
生
み
出
す
と

こ
ろ
に
専
門
性
や
価
値
を
見
い
だ
す
だ
け
で

な
く
、
課
題
設
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
当
事
者
と

共
有
し
、
事
業
を
批
判
的
に
振
り
返
り
、
よ

り
効
果
的
な
解
決
方
法
へ
と
事
業
を
昇
華
さ

せ
て
い
く
省
察
的
な
実
践
ス
タ
イ
ル
を
、
社

会
実
装
・
実
装
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

編
集
委
員　

竹
内 

友
章

（
注
）
科
学
技
術
庁
が
設
置
し
た
「
社
会
技
術
の
研
究
開
発
の
進
め
方
に
関
す
る
研
究
会
」
の
提
言
（
２
０
０
０
年
）
に
よ
る
定
義
。https://w

w
w

.jst.go.jp/ristex/aboutus/index.htm
l

参
照
。
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「
か
ら
し
だ
ね
書
店
＆
カ
フ
ェ・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

からしだね書店＆カフェ・トライアングル
京都市山科区観修寺東出町７５　からしだね館１階
電話 ０７５-５７４-１００１
営業時間 １１:００～１７:００　 日曜・年末年始休み
https://karashidane.or.jp/

社会はこうやって変える！
コミュニティ・オーガナイジン
グ入門
マシュー・ボルトン 著
藤井敦史・大川恵子・坂無淳・走井
洋一・松井真理子 訳
法律文化社、2020年9月
2640円（税込）

第73回

米
５
㎜
、
ゴ
マ
３
㎜
、
か
ら
し
種
０・
５
㎜
…
…

ど
ん
な
種
よ
り
小
さ
い
の
に
、
地
に
蒔ま

く
と
と

て
も
大
き
な
樹
に
な
る
」。
入
り
口
に
は
、
新
約
聖
書

に
由
来
す
る
「
か
ら
し
種
」
の
解
説
が
あ
っ
た
。

　
京
都
市
東
部
、
住
宅
地
に
古こ

刹さ
つ

が
点
在
す
る
山
科
区

勧
修
寺
地
域
。
３
月
２
日
、
精
神
障
害
者
就
労
支
援
事

業
所
「
か
ら
し
だ
ね
ワ
ー
ク
ス
」
を
運
営
母
体
に
、
こ

の
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
は
開
店
し
た
。
中
京
区
で
長
年
営
業

し
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
専
門
書
店
を
引
き
継
ぎ
、
コ
ロ

ナ
禍
で
長
期
休
業
中
の
カ
フ
ェ
と
共
存
し
た
書
店
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
で
き
る
地
下

ホ
ー
ル
を
併
設
し
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
く
精
神
障
害

者
が
社
会
と
つ
な
が
り
、
交
流
で
き
る
地
域
の
拠
点
を

め
ざ
す
。

　
運
営
は
社
会
福
祉
法
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
し
だ
ね
。

現
理
事
長
の
坂
岡
隆
司
さ
ん
ら
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
有
志
の

手
で
、
２
０
０
６
年
に
設
立
し
た
。
約
20
年
間
高
齢
者

施
設
で
勤
務
し
て
い
た
坂
岡
さ
ん
は
、
精
神
障
害
者
の

社
会
適
応
訓
練
事
業
の
受
け
入
れ
を
き
っ
か
け
に
、
精

神
障
害
者
が
社
会
で
生
き
て
い
く
こ
と
の
困
難
さ
を
目

の
当
た
り
に
し
た
。
そ
し
て
、
当
時
は
ま
だ
社
会
的
偏

見
の
根
強
か
っ
た
精
神
障
害
者
の
福
祉
施
設
を
自
分
ら

で
開
設
す
る
決
意
を
し
た
の
だ
っ
た
。

　
「
カ
フ
ェ
は
対
話
の
場
、
そ
し
て
発
信
の
場
と
し
て

い
き
た
い
。
書
店
は
活
字
文
化
を
大
事
に
考
え
て
い
き

た
い
。
私
た
ち
職
員
や
お
客
さ
ん
、
そ
こ
に
通
う
障
害

者
た
ち
も
、
か
ら
し
種
の
よ
う
に
小
さ
な
小
さ
な
存
在

で
す
。
そ
ん
な
声
な
き
声
を
ナ
マ
の
人
間
同
士
の
対
話

で
わ
か
ち
合
い
、
つ
な
が
り
を
生
み
出
せ
る
市
民
活
動

の
拠
点
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。
坂
岡
さ
ん
は
そ
う

話
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

  

編
集
委
員
　
村
岡 

正
司

右
／
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
音
楽

の
イ
ベ
ン
ト
（
提
供
＝
坂
岡 

隆
司
）

左
／
書
店
ス
ペ
ー
ス

本 書 は、 市 民 の 力 ( パ
ワー ) を紡ぎ、組織を

作り、アクションを起こして
社会を変える一つの手法であ
る、コミュニティ・オーガ
ナイジング（以下、CO）の
入門書である。CO は、組織
的な権威や多額の資金的なパ
ワーを持たない人々が権利や
社会資源を獲得するための運
動論と言える。
　独特な表現である「パワー」

「自己利益」を読み解くこと
が本書のポイントである。
　「もし変化を望むならば、
パワーが必要だ。共通の利益
をめぐって、他の人々との関
係を通してパワーを構築する

のだ。（中略）意思決定者の
反応を引き出すアクションを
起こして、彼らとの関係を構
築する必要がある」とある。
パワーという言葉は、権力に
よる抑圧や支配がイメージさ
れ、市民活動からは避けられ
る鍵概念であるが、筆者は中
立的なものだとして「正義は、
それを実現するパワーがある
時だけ手にすることができ
る」という原則を提示する。
　また、「自己利益にしっか
りつながっている課題こそが
行動を起こす」とあるように、
人々は理念ではなく、自己利
益のために行動することを前
提とした CO 実践を提案す

る。美談ではなく、具体的な
成果にこだわることへの指摘
と言える。
　本書では、さまざまな問題
への関わりを著者の失敗談も
含む豊富なエピソードをもと
に、CO 実践として価値を共
有していない人や組織との協
働や連帯のための手法が多様
な側面から提示される。CO
は、社会問題の解決はもちろ
ん、日々の暮らしを豊かにし
ていくことに寄与することに
もつながることを紹介してい
る。

　　編集委員　竹内 友章
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監督：佐古忠彦　
プロデューサー：藤井和史　刀根鉄太
撮影：福田安美
語り：山根基世、津嘉山正種、佐々木蔵之介　
主題歌：小椋佳
配給：アーク・フィルムズ
2021年｜日本｜ 118分

第66回

第44回

沖縄県生まれ。柴田昌平監
督作品のプロデュース、配給
を行う。長編記録映画「ひ
めゆり」(2007）は毎年上
映を続け今年は 15 年目に
なる。新作「陶王子 2万年
の旅」が公開中。お問い合
わせ：042-497-6975

●今月の館主

大
お お が ね く

兼久 由
よ し み

美

イラスト：杉浦 健

ルポ　入管
──絶望の外国人収容施設
平野 雄吾 著
ちくま新書、2020年10月
1034円（税込）

本 書の帯に「密室で繰り
広げられる暴行、監禁、

医療放置 巨大化する国家組
織の知られざる実態」とある。

「密室」とは、日本での在留
資格がない外国人を収容する
全国 17 カ所の入国管理施設
を指す。出入国在留管理庁が
所管し、日本の法の下に運営
されているはずの施設がいか
に「無法状態」にあるか、詳
細に暴いたのが本書である。
　入管施設に収容されるのは
主に不法在留や不法入国な
ど、在留資格がないため強制
退去対象となった人たちだ。
だが「不法」の実態はさまざ
ま。難民申請中の人もいれば、
長く日本の産業を支えてきた

人もいる。そもそも施設は刑
務所ではない。本来、懲罰に
なじまず、長期間の拘束を前
提としない制度・施設である
はずだ。仮放免制度もある。
なのになぜ、不自然な死因の
死者が出たり、処遇に抗議す
るハンガーストライキをした
りするのか。
　著者が最も問題視するの
が、第三者の目が届かないま
ま入管庁が全てを判断する、
大き過ぎる「裁量」だ。裁判
も裁量を追認するケースがほ
とんどで、日本で生まれ、日
本しか知らない子を親もろと
も強制送還することも、それ
が嫌なら親子を引き離すこと
も躊

ちゅうちょ

躇しない。「制圧」とい

う暴力、病人を放置する非情
（判断放棄）、強制送還後に母
国で待ち受ける事態への人道
感覚の欠如。読むほどに日本
人であるのがつらくなる。
　本書掲載の統計で、先進７
カ国の難民認定率（2018 年）
はトップのカナダ 56.42％

（16,875/29,909 人）に 対
し、 日 本 は 最 低 の 0.25 ％

（42/16,596 人）に過ぎな
い。折しも国会では入管法改
訂（悪）案が審議され、一方
で入管施設に収容されていた
スリランカ人女性の死亡原因
が追及されている。このまま
で良いはずはない。恥を知る
日本人なら、必読の一冊だ。

編集委員　増田 宏幸

沖
縄
県
民 

斯か

ク
戦
ヘ
リ 

県
民
ニ

対
シ
後
世
特
別
ノ
御
高
配
ヲ
賜

ラ
ン
コ
ト
ヲ
」

　
映
画
の
中
で
も
紹
介
さ
れ
る
こ
の
言

葉
は
、
沖
縄
戦
で
日
本
軍
の
敗
戦
が
迫

る
中
、
島
田
叡
と
「
肝
胆
相
照
ら
す
」

仲
と
い
わ
れ
た
大
田
實み
の
る

海
軍
中
将
が
、

中
央
に
送
っ
た
電
文
の
結
び
の
部
分

だ
。
県
民
の
真
の
姿
を
伝
え
よ
う
と
し

た
こ
の
電
文
が
戦
後
公
表
さ
れ
る
と
、

多
く
の
沖
縄
の
人
が
胸
を
熱
く
し
た
。

　
大
阪
府
内
政
部
長
だ
っ
た
島
田
叡
が

沖
縄
県
知
事
と
し
て
赴
任
し
た
の
は
、

１
９
４
５
年
１
月
の
こ
と
だ
。
前
年
の

大
空
襲
で
那
覇
は
焼
け
野
原
に
な
っ
て

い
た
か
ら
、
命
が
け
だ
っ
た
こ
と
が
想

像
で
き
る
。す
ぐ
に
手
掛
け
た
仕
事
は
、

県
民
の
食
糧
確
保
や
疎
開
。
そ
し
て
、

方
言
や
歌
舞
音
曲
の
禁
止
を
撤
廃
し
、

沖
縄
の
文
化
を
解
放
し
た
。
当
時
は
方

言
を
話
せ
ば
ス
パ
イ
と
疑
わ
れ
、
軍
に

殺
害
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
、
県

民
に
と
っ
て
自
分
た
ち
の
言
葉
で
話
し

て
良
い
と
い
う
意
味
は
大
き
い
。
沖
縄

出
身
の
私
に
と
っ
て
も
、
戦
後
76
年
目

に
し
て
初
め
て
知
る
沖
縄
戦
の
一
面
。

島
田
の
人
柄
に
興
味
が
湧
い
た
。

　
島
田
赴
任
の
前
年
11
月
、
沖
縄
戦
の

指
揮
官
で
、
陸
軍
第
32
軍
司
令
官
の
牛

島
満
は
、「
軍
官
民
共
生
共
死
の
一
体

化
」
を
命
じ
た
。
島
田
た
ち
行
政
官
は

絶
対
権
力
を
も
つ
軍
の
命
令
下
、
60
万

の
県
民
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。

鉄
血
勤
皇
隊
に
代
表
さ
れ
る
少
年
兵
の

動
員
を
可
能
に
し
た
の
は
、
軍
と
県
知

事
が
交
わ
し
た
覚
書
だ
と
い
う
。

　
県
知
事
と
し
て
県
民
の
生
活
の
た
め

に
や
る
べ
き
仕
事
と
、
県
民
も
戦
闘
要

員
に
動
員
せ
よ
と
迫
る
軍
の
要
求
の
板

挟
み
に
な
る
島
田
。
県
民
の
死
者
が
増

え
る
中
、
毅き

然ぜ
ん

と
軍
に
抗あ
ら
がう

よ
う
に
な

る
。
そ
し
て
「
県
庁
を
解
散
」
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
働
き
な
さ

い
と
、
部
下
た
ち
に
、
未
来
へ
向
け
た

言
葉
を
送
っ
た
の
だ
。「
生
き
て
虜り
ょ
し
ゅ
う囚

の
辱
は
ず
か
しめ
を
受
け
ず
」
と
洗
脳
さ
れ
た
時

代
、「
生
き
ろ
」
と
い
う
島
田
の
言
葉

に
よ
っ
て
自
決
を
思
い
と
ど
ま
り
、
沖

縄
の
復
興
に
力
を
注
い
だ
人
た
ち
が
い

る
。

　
常
に
正
し
く
判
断
し
、
民
主
的
に
決

断
を
下
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
現
代
の
行
政

官
に
だ
っ
て
こ
う
し
た
能
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
わ
け
だ
。
過
酷
な
沖
縄
戦
の

最
後
の
知
事
だ
っ
た
島
田
。
大
ら
か
な

人
物
像
が
浮
か
ん
で
き
た
。 

今
月
の
作
品

「
生
き
ろ 

島
田
叡あ

き
ら

　
―
―
戦
中
最
後
の
沖
縄
県
知
事
」
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